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議
会

活
動
状
況

第
４
回
議
会
定
例
会

３ 広報くろたき　No．424
２2017 年 10月号

議会２
日
●
第
32
回
国
文
祭
・
障
文
祭
・
な
ら

　
　
　

２
０
１
７ 

開
会
式

４
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会　

　
　
　

正
副
議
長
、
常
任
委
員
長
打
合
せ

５
日
●
奈
良
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　

理
事
会

７
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　

●
決
算
審
査
特
別
委
員
会

８
日
●
時
評
社
セ
ミ
ナ
ー

９
日
●
安
堵
町
、
黒
滝
村
、
岐
阜
県

　
　
　

高
山
市
交
流
連
携
展
示
会
開
会
式

11
日
●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　

●
交
通
対
策
協
議
会

13
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　

●
一
般
質
問

22
日
●
秋
の
交
通
安
全　

街
頭
啓
発

23
日
●
黒
滝
や
ま
な
み
運
動
会

25
日
●
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場

　
　
　

激
励
会

26
日
●
例
月
出
納
監
査

28
日
●
区
長
会

　

平
成
29
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
９

月
７
日
（
木
）
〜
13
日
（
水
）
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
承

認
・
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
一
般
質
問

 

・
吉
野
路
３
０
９
・
道
の
駅
駐
車
場
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
（
阪
中
議
員
）

 

・
村
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て

 

・
林
業
振
興
と
森
林
組
合
対
応
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
鬼
議
員
）

◆
専
決
処
分
の
承
認

 

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
固
定
資
産
評

価
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
補
正
予
算

 

・
議
案
第
２
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

 

・
議
案
第
３
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
４
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
５
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

◆
決
算
認
定

 

・
議
案
第
６
号　

平
成
28
年
度
黒
滝
村

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

 

・
議
案
第
７
号　

平
成
28
年
度
黒
滝
村

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
８
号　

平
成
28
年
度
黒
滝
村

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
９
号　

平
成
28
年
度
黒
滝
村

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
10
号　

平
成
28
年
度
黒
滝
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

 
・
議
案
第
11
号　

平
成
28
年
度
黒
滝
村

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

 

・
議
案
第
12
号　

黒
滝
村
過
疎
地
域
自

立
促
進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

 

の話題村
　

９
月
２
日
（
土
）、
槙
尾
地
区
に

お
い
て
『
大
雨
洪
水
警
報
発
令
及

び
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
』
と
い

う
想
定
の
も
と
、
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
槙
尾
地
区
の
避

難
者
が
避
難
す
る
事
を
主
と
し
て
、

槙
尾
区
自
主
防
災
組
織
・
消
防
団
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
奈
良
県
広
域

消
防
組
合
及
び
吉
野
警
察
署
の
参

加
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
避
難
や

情
報
伝
達
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
を

用
い
た
情
報
伝
達
か
ら
始
ま
り
、

避
難
準
備
・
避
難
勧
告
・
避
難
指

示
と
緊
迫
し
た
状
況
変
化
の
中
、

参
加
者
の
皆
さ
ま
は
本
番
さ
な
が

ら
に
龍
光
寺
へ
一
時
避
難
し
た
後
、

農
林
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

避
難
し
、
無
事
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

訓
練
実
施
に
伴
い
、
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
よ
り
素
早
い
避
難
行
動
を

取
れ
る
よ
う
に
訓
練
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

黒
滝
村
防
災
訓
練

　
　
　
　
　

を
実
施
！

ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会

　

８
月
24
日
（
木
）
黒
滝
村
健
民
運

動
場
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
主
催
の
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
涼
し
く
、
さ
わ
や
か
な

ナ
イ
タ
ー
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
27
名
の
皆
さ
ま
に
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
も
加
わ
り
、
賑
や
か
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

優　

勝　
　

脇
阪　

武
男

　

準
優
勝　
　
　

田　

初

　

第
三
位　
　

中
井　

肇　

 　
　

入
札
結
果 

税 等 の 納 期
１０月３１日（火）

　住　　民　　税　   第 3期
　国民健康保険税   　第 4期
　介  護   保   険  料       第 4期
　  後期高齢者医療保険料       第 4期

◆
入
札
日
８
月
29
日

水
路
改
修
工
事

○
落
札
者　

株
式
会
社

　

D
a
i
w
a
 C
r
e
a
t
e

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）

　
　
　
　

２
，
５
１
３
，
１
６
０
円

○
工
期　

平
成
29
年
10
月
31
日
ま
で

徳

　

こ
の
た
び
、（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
、
夜
間
照
明
用

Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
機
４
台
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

特
に
災
害
時
等
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

　
　

整
備
し
ま
し
た
！

・
議
案
第
13
号　

黒
滝
村
辺
地
総
合
整   

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

 

・
報
告
第
１
号　

 

平
成
28
年
度
財
政

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

 

・
意
見
案
第
１
号　
「
全
国
森
林
環
境

税
」
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い

て

9
月



会計名

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業勘定
国民健康保険
診療施設勘定

介護保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

下水道事業 55,380,279
(39,700,000)

240,308,231
(11,400,000)

16,160,865
(6,786,110)

163,504,851
(22,638,686)

156,156,675
(6,515,069)

歳　入
（一般会計からの繰入金）

1,506,088,202

歳　入

歳　出

1,411,970,117

歳　出

149,757,031

 77,444,183

157,895,636

16,160,865

240,192,873

55,342,331

94,118,085

差引額

6,399,644

308,920

     5,609,215

  0

 115,358

 37,948

差引額

平成２８年度
決算報告

財政調整基金　　　７１７，４１８千円
減債基金　　　　　　　１，２３０千円
ふるさと創生基金　１０７，９７０千円
修学修業基金　　　　　８，４１０千円
智光基金　　　　　　　５，０００千円
中央公民館基金　　　　２，５２０千円
地域振興基金　　　　７３，４６２千円
国民健康保険高額医療貸付基金
　　　　　　　　　　　１，０００千円
国民健康保険財政調整基金
　　　　　　　　　　２３，４９８千円
土地開発基金　　　　１１，９７３千円

農業災害補償基金　　　１，６１２千円
中山間ふるさと水と土保全基金
　　　　　　　　　　　６，１２０千円
山林造成基金　　　　２３，９２０千円
林業後継者育成基金　１６，８１０千円
村営住宅基金　　　　６３，７６８千円
　　　　　　　　　　１３，３２７千円
林業振興基金　　　　　５，３６２千円
ふるさと応援基金　　１６，９２１千円
診療所施設減損積立金　　  ８４０千円

合  計　　　　   １，１０１，１６１千円

◆基金（貯金）

◆村債（全会計借入金）

　前年度末未償還元金　　平成２８年度借入額　　平成２８年度償還元金　　平成２８年度末未償還元金

１，２６４，０８９千円　　  　３７５，６００千円　　　１３８，７８６千円　　　 １，５００，９０３千円

　

一般会計・歳入
1,506,088,202 円

一般会計・歳出
1,411,970,117 円

（単位：円）

 77,753,103
(12,700,000)介護保険財政調整基金

衛生費　12.10％
170,850,234 円

消防費　8.40％
118,572,652 円

農林水産業費　7.59％
107,207,616 円

商工費　5.03％
71,021,221 円

議会費　2.32％
32,648,386 円

災害復旧費　1.99％
28,128,030 円

総務費　22.44％
316,871,111 円

公債費　8.99％
126,937,283 円　

土木費　8.70％
122,887,852 円

教育費　10.16％
143,458,732 円

民生費　12.13％
171,311,200 円

地方交付税　57.56％
866,965,000 円

村債　12.45％
187,500,000 円

国庫支出金　8.83％
132,929,279 円

繰越金　8.41％
126,624,869 円

村税　4.33％
65,236,905 円

県支出金　3.78％
56,999,856 円 繰入金　0.73％

10,961,052 円

その他　0.48％
7,153,558 円

使用料及び手数料　0.43％
6,518,390 円

分担金及び負担金　0.51％
7,735,325 円

労働費　0.15％
2,075,800 円

地方譲与税
　0.83％

12,487,000 円

諸収入　0.86％
12,891,968 円

地方消費税交付金　
0.80％　

12,085,000 円

５ 広報くろたき　No．424
４2017 年 10月号



地方公共団体の財政の健全化に関する法律の定めにより、健全化判断比率の公表を行います。
いずれの比率も基準を超えることなく、健全であるといえます。

●
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
次

の
健
全
化
判
断
比
率
を
監
査
委
員
の

審
査
後
、
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
を
村
税
等
の

財
源
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
実
質
赤
字
等
を
村
税

等
の
財
源
の
規
模
と
比
較
し
て
指

標
化
し
、
村
全
体
と
し
て
の
運
営

の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し

ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点

で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
料

金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標

化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示

し
ま
す
。

◆
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
早

期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に

は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
速
や
か
に

公
表
す
る
と
と
も
に
、総
務
大
臣
・

県
知
事
へ
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
度
、
計
画
の
実
施
状
況
を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
し
ま
す
。

　

計
画
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

財
政
の
早
期
健
全
化
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
総
務
大
臣
又
は
県
知
事
よ
り

必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
財
政
再
生
基
準

　

比
率
の
う
ち
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
が
財
政
再
生
基
準
以
上
の

場
合
に
は
、
財
政
再
生
計
画
を
定

め
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
速
や

か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務

大
臣
に
協
議
し
、
同
意
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
度
、
計
画
の
実

施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
ま
す
。

　

計
画
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
災
害

復
旧
事
業
を
除
き
地
方
債
の
借
入

が
で
き
ま
せ
ん
。

　 年度別  　　  標準財政規模　　 実質赤字比率　　連結実質　　実　　　質　　将来負担比率　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　赤字比率　　公債費比率

 平成２8年度　   796,931 千円                  -10.63　　　　 -12.20　         5.2　　　      -43.0 　　　　　　　　　　　　　　　　    （黒字）　　　　（黒字）

 平成２7年度　   845,175 千円　　　       -8.79　　　　-10.16　　         6.1　　　  　-41.3 　　　　　　　　　　　　　　　　     （黒字）　　　　（黒字）

早 期 健 全 化 基 準

  財 政 再 生 基 準
15.00　　　 　20.00　　　　25.0　　　　 350.0

20.00　　　 　40.00　　　　35.0

　

 　

　

　 

（単位：％）

　　年度別　　　　　　会計名　　　　 資金不足　　　　　　　　　　　　　　　　　　 比　　率

平成２8年度
　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下水道事業会計

平成２7年度
　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下水道事業会計

経 営 健 全 化 基 準 　　　　　  20.0

　

　

◆公営企業会計の資金不足比率 （単位：％）

平成 28年度黒滝村財政健全化判断比率の概要

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
　

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の

　
　
　
　

概
要
及
び
用
語
の
説
明

　

平
成
28
年
度
の
黒
滝
村
の
決
算
が
ま

と
ま
り
、
9
月
7
日
か
ら
開
か
れ
た
平

成
29
年
第
4
回
黒
滝
村
議
会
定
例
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
、
村
が
1
年
間
に
使
っ
た

金
額
と
財
源
と
し
て
入
っ
た
金
額
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て

い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
を
村
が
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
か
の
実
績
報
告
と
も
い

え
ま
す
。

◆
一
般
会
計
◆

　

村
の
会
計
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
平
成
28
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
入
の
総
額
は
、

15
億
６
０
８
万
８
２
０
２
円
、
歳
出
の

総
額
は
、
14
億
１
１
９
７
万
１
１
７
円
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

９
４
１
１
万
８
０
８
５
円
で
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

９
３
５
万
２
０
０
０
円
と
し
、
実
質
収

支
額
は
、
８
４
７
６
万
６
０
８
５
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　　村民１人当たりが納めた村税は…
　　　１人当たり　　　  ８７，５６６円 　（１世帯当り　　　１７４，８９８円）

　　
　　村民１人当たりに使われたお金は…
　　　１人当たり　１，８９５，２６２円　（１世帯当り　  ３，７８５，４４３円）

《ともに平成２９年３月末人口 7４５人、世帯数３７３世帯で算出》

議会費
　43,823 円

議会の活動・運営に
使われました。

総務費
425,330 円

事務・管理・企画・
選挙などに使われま
した。

民生費
229,948 円

社会福祉・児童福祉・
老人福祉などに使わ
れました。

衛生費
229,329 円

保健衛生事業・環境
衛生事業などに使わ
れました。

労働費
2,786 円

労働者の退職金など
の補助に使われまし
た。

農林水産業費
143,903 円

農業・林業・水産業
の振興対策に使われ
ました。

商工費
95,331 円

商工業の発展と観光
振興などに使われま
した。

土木費
164,950 円

道路・河川・住宅な
どの建設や管理など
に使われました。

消防費
159,158 円

消火活動・災害・消
防組合などの救急活
動に使われました。

教育費
192,562 円

学校教育・社会教育・
保健体育活動などに
使われました。

災害復旧費
37,756 円

災害の復旧に使われ
ました。

公債費
170,386 円

事業を行った時の借
入金の元金と利子の
償還金です。

▼１人当たりの内訳は…▼

平成２８年度決算報告
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９
月
３
日
（
日
）
第
32
回
国
民

文
化
祭
２
０
１
７　

た
る
ま
る
カ

フ
ェ　

森
の
コ
ン
サ
ー
ト
〜
樽
丸

ト
ー
ク
の
会
と
森
の
仲
間
た
ち
〜

が
黒
滝
・
森
物
語
村
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
全
国
各
地
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
、
手
づ
く
り
カ
ホ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
山
崎
正
夫
氏

を
お
迎
え
し
、「
音
楽
と
木
を
通
じ

て
つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
黒

滝
村
の
木
材
を
使
っ
た
カ
ホ
ン
を

制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か

ら
行
わ
れ
た
イ
ー
ゼ
ル
藝
術
工
房

の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
、
完

成
し
た
カ
ホ
ン
で
の
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
黒
滝
村

の
伝
統
産
業
で
あ
る
樽
丸
に
つ
い

て
、
黒
滝
村
文
化
財
保
護
委
員
会

委
員
長
の
日
浦
義
文
氏
、
龍
谷
大

学
文
学
部
教
授
の
浦
西
勉
氏
、イ
ー

ゼ
ル
藝
術
工
房
代
表
の
竹
下
壽
晃

氏
に
よ
り
、
樽
丸
に
詰
ま
っ
た
先

人
た
ち
の
知
恵
と
技
を
伝
え
て
頂

き
ま
し
た
。

第
32
回
国
民
文
化
祭
２
０
１
７

　

た
る
ま
る
カ
フ
ェ　

　
　

森
の
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

〜
樽
丸
ト
ー
ク
の
会
と
森
の
仲
間
た
ち
〜

　

平
成
29
年
９
月
〜
平
成
30
年
３
月
の

工
期
で
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。
従
来
の
無
線

方
式
か
ら
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
網
を
利
用
す
る
有
線
方
式
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
光
ケ
ー

ブ
ル
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
Ｆ
Ｍ
告
知
設
備
の
工
事
及
び

従
来
の
テ
レ
ビ
に
関
す
る
光
ケ
ー
ブ
ル

工
事
に
関
す
る
皆
さ
ま
の
費
用
負
担
は

発
生
し
ま
せ
ん
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ケ
ー
ブ
ル
電
話
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ

ル
㈱
よ
り
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

　

宅
内
工
事
の
開
始
は
平
成
29
年
12
月

を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
期
間
中
は
ご

防
災
行
政
情
報

Ｆ
Ｍ
告
知
設
備
工
事

　
　
　

   

の
お
知
ら
せ

奈
良
県
ニ
ホ
ン
ザ
ル

生
息
状
況
調
査

　
　
　
　

   

に
つ
い
て

不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

事
故
の
無
い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
お
問
合
せ
先　

 

・
総
務
課　

 

・
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
㈱　

　
　

☎
０
１
２
０
‐
６
６
７
‐
７
４
０

奈
良
県
ニ
ホ
ン
ザ
ル

生
息
状
況
調
査

   

に
つ
い
て

　

奈
良
県
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被

害
の
低
減
お
よ
び
適
正
な
管
理
に
向

け
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
息
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
目
撃
さ
れ
た
場
合
、

頭
数
、
日
時
、
場
所
、
子
ザ
ル
の
有
無
、

被
害
状
況
等
を
林
業
建
設
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間　

11
月
1
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

                 

30
日
（
木
）

◆
実
施
主
体

　

奈
良
県
農
林
部
農
業
水
産
振
興
課

◆
お
問
合
せ
先　

林
業
建
設
課

 11地域おこし協力隊の部屋 Vol.
                 【ひまわり会】             今月のテーマ

9 広報くろたき　No．424
82017 年 10 月号

　

み
な
さ
ま
！
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
男
性
の
為
に
お
弁
当
を
作
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る

「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
活
動
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

　

実
に
30
年
以
上
前
か
ら
活
動
さ
れ

て
お
り
、
会
員
は
計
六
ヶ
大
字
で
13

名
。
現
在
の
会
長
は
赤
滝
の
平
田
世

志
子
さ
ん
で
す
。
月
替
わ
り
で
当
番

の
大
字
ご
と
に
食
材
を
持
ち
寄
り
、

毎
月
第
一
水
曜
日
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
弁
当
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
他
に
、
毎
年
10
月
に
「
ふ
れ

あ
い
会
」
を
主
催
し
、
演
劇
な
ど
の

出
し
物
や
松
茸
ご
は
ん
の
ふ
る
ま
い

な
ど
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
次
回
の
演
劇
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
あ
り
、
み
な
さ
ま
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
ふ
れ
あ
い
会
」
は
10
月

24
日
（
火
）
午
前
11
時
か
ら
松
茸
ご

は
ん
の
ふ
る
ま
い
予
定
で
す
！

　

ぼ
く
も
松
茸
ご
は
ん
を
頂
き
に
…

じ
ゃ
な
く
て
、
み
な
さ
ま
の
勇
姿
を

拝
見
し
に
い
き
ま
す
!!
い
ま
か
ら
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
み
で
す
!!

▲９月６日（水）のひまわり会にて
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10
月
16
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

登
記
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
な
ど
、

国
の
仕
事
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
、
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行

政
相
談
委
員
が
開
設
す
る
行
政
相
談
所

で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

【
行
政
相
談
委
員
が
開
設
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

行
政
相
談
所
】

◆
日　

時　

10
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

◆
場　

所　

黒
滝
村
役
場
２
階

　
　
　
　
　

委
員
会
室

 

・
相
談
の
お
相
手

　

行
政
相
談
委
員　
　

田　

初
氏

【
登
記
・
税
金
・
年
金
な
ど　

  　

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　

  （
法
律
相
談
併
設
）】

　

橿
原
市
内
で
、「
登
記
・
税
金
・
年

金
な
ど　

行
政
な
ん
で
も
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
・
司
法

　

行
政
相
談
週
間

書
士
に
よ
る
法
律
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
、
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密

厳
守
で
す
。
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。 

◆
日　

時　

10
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

◆
場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
１
階

　
　
　
　
　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ト

　
　
　
　
　

橿
原
市
曲
川
町

　
　
　
　
　

        　
　

   

７
‐
20
‐
1 

 

・
相
談
の
お
相
手
（
予
定
）

近
畿
総
合
通
信
局
、
法
務
局
、
年
金
事

務
所
、
奈
良
県
警
、
橿
原
市
、
弁
護
士

会
、
司
法
書
士
会
、
社
会
保
険
労
務
士

会
、
税
理
士
会
、
行
政
相
談
委
員
、
行

政
評
価
事
務
所

◆
お
問
合
せ
先　

　

総
務
省　

奈
良
行
政
評
価
事
務
所　

　
　

☎
０
７
４
２
‐
２
４
‐
１
１
０
０

※
奈
良
行
政
評
価
事
務
所
は
、
平
成
29

年
10
月
か
ら
、「
奈
良
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
住
民
の

代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11

人
の
有
権
者
が
、
一
般
国
民
の
代
表
と

し
て
検
察
審
査
員
に
選
定
さ
れ
、
検
察

庁
が
不
起
訴
処
分
と
し
た
刑
事
事
件
に

つ
い
て
そ
の
判
断
が
妥
当
か
ど
う
か
を

民
間
人
が
審
査
、
意
見
を
提
出
す
る
こ

と
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

な
お
、
被
害
者
と
し
て
検
察
審
査
会

へ
の
申
立
は
無
料
で
行
え
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

　

葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　

☎
０
７
４
５
‐
５
３
‐
１
０
１
２

「
検
察
審
査
会
」
を

     

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

「
検
察
審
査
会
」
を

   

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

裁
判
員
制
度
の

                  

お
知
ら
せ

裁
判
員
制
度
の

                  

お
知
ら
せ

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
一
般
の
国
民

が
（
一
事
件
に
つ
い
て
6
人
の
裁
判
員

が
選
ば
れ
ま
す
。）、
地
方
裁
判
所
で
行

わ
れ
る
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官

（
3
人
）
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪
か

無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑

に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進
め
方

や
そ
の
内
容
に
国
民
の
視
点
、
感
覚
が

反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
、
裁

判
全
体
に
対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま

り
、
裁
判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
も
同
じ
く
選
挙
権
を
有
す
る

国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
住
民
の

代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課
内

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

◆
補
助
対
象
と
な
る
ハ
チ

　

ス
ズ
メ
バ
チ
及
び
ミ
ツ
バ
チ

◆
駆
除
業
者
に
つ
い
て　

職
業
別
電
話

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
他
、

村
森
林
組
合
で
も
蜂
の
巣
駆
除
事
業
に

対
応
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
団
体
で
も
業
者
の
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

・
奈
良
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

　
　

☎
０
７
４
２
‐
２
３
‐
７
３
１
２

◆
補
助
金
申
請
方
法

 

・
駆
除
前
に
申
請
書
に
よ
り
申
請
し 

　

て
く
だ
さ
い
。

 

・
駆
除
し
た
日
か
ら
30
日
以
内
又
は 

　

駆
除
を
実
施
し
た
年
度
の
３
月
末
日

　

ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
、

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

①
駆
除
費
用
の
明
細
が
記
載
さ
れ
た
領

　

収
書
の
写
し

②
駆
除
前
及
び
駆
除
後
の
写
真
各
１
枚

　
（
営
巣
が
分
る
も
の
に
限
る
。）
た
だ

　

し
、
屋
内
に
あ
る
営
巣
等
で
、
駆
除

　

前
の
写
真
撮
影
が
困
難
な
と
き
は
、

　

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　   

自
分
で
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
を
行
わ
れ

る
場
合
、
役
場
で
駆
除
用
防
護
服
を
無

ス
ズ
メ
バ
チ
等

駆
除
費
用
の
補
助
制

度
に
つ
い
て

ス
ズ
メ
バ
チ
等

駆
除
費
用
の
補
助
制

度
に
つ
い
て

　

ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
巣
を
駆
除
業
者
に

委
託
し
て
駆
除
さ
れ
た
方
に
、
そ
の
駆

除
費
用
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。（
ハ
チ
の
巣
駆
除
の
お
問
い
合
せ

を
受
け
ま
す
が
、
村
で
は
個
人
の
所
有

地
や
管
理
地
に
あ
る
ハ
チ
の
駆
除
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
直
接
駆
除
業
者

（
有
料
）
に
依
頼
な
ど
し
て
駆
除
し
て

く
だ
さ
い
。）

◆
補
助
対
象
者　

村
内
に
お
い
て
ス
ズ

メ
バ
チ
等
の
営
巣
し
て
い
る
建
物
又
は

土
地
の
所
有
者
、
使
用
者
又
は
管
理
者

で
、
駆
除
業
者
に
よ
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ

等
の
営
巣
を
駆
除
さ
れ
た
方
。

◆
補
助
金
額　

補
助
の
額
は
、
補
助
対

象
経
費
（
駆
除
を
行
う
た
め
に
建
築
物

等
の
一
部
を
破
壊
す
る
必
要
が
生
じ
た

場
合
の
費
用
や
、
そ
の
復
旧
に
係
る
費

用
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。）
の
２
分
の

１
（
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨

て
。）
で
、
そ
の
額
が 

１
５
，
０
０
０ 

円
を
超
え
る
と
き
は
、
１
５
，
０
０
０ 

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
奈
良
交
通
株
式
会
社
よ

り
、無
料
乗
車
券
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

額
面
は
９
０
０
円
で
途
中
下
車
は
可

能
で
す
が
、
返
金
及
び
換
金
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

無
料
乗
車
券
は
、
黒
滝
ふ
れ
あ
い
バ

ス
と
道
の
駅
「
吉
野
路
黒
滝
」
に
て
配

布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
数
に
は
限
り
が
あ

る
た
め
、
無
く
な
り
次
第
配
布
終
了
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課　

奈
良
交
通
バ
ス

無
料
乗
車
券
の
配
布

　
　
　
　

に
つ
い
て

奈
良
交
通
バ
ス

無
料
乗
車
券
の
配
布

に
つ
い
て

料
で
お
貸
し
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

駆
除
用
殺
虫
剤
が
必
要
な
方
は
、
１
本

に
つ
き
５
０
０
円
で
ご
利
用
頂
け
ま

す
。

　

防
護
服
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
お
問
合
せ
の
う

え
、申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
に
関
し
て
は
、
駆
除
に

危
険
が
伴
う
た
め
、
駆
除
業
者
に
依
頼

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

行
政
相
談
週
間

徳

◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所　

下
市
町
役
場　

　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
０
０
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

　

消
費
者
生
活

　
　
　

相
談
窓
口

消
費
者
生
活

相
談
窓
口

　

９
月
１
日
（
金
）
中
央
公
民
館
で
献

血
が
行
わ
れ
、
50
名
の
方
々
が
協
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
、
血
液
を
必
要
と
す
る
多

く
の
方
々
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 献

血
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

献
血
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！



毎月１１日は
 【人権を確かめあう日】
　　　　　　　　    です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡してください。

図図
書書 室室 だだ よよ りり

■ 今月のおすすめ
（児童書）　おじいさんの木　／　おおかわ　よしえ
　おじいさんの木へドングリをとりにいったさきち
ゃんは、ニホンオオカミのオウと出会います。さき
ちゃんはオウとすっかり仲良くなり、おうちへ帰る
ときにドングリのたくさん入ったふくろをもらいま
した。そのふくろには、さきちゃんがびっくりする
ようなひみつがあったのです。
　どこか懐かしく、おじいちゃん、おばあちゃんか
ら小さなお子さんまで楽しめる一冊です。

（読み物）窓ぎわのトットちゃん　／　黒柳　徹子
　
（自　伝）燃えた、打った、走った！　／　長嶋　茂雄
　
（図　鑑）日本の高山植物　／　豊国　秀夫

　１１月９日～１５日は秋季火災予防運動期間です。
　住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
◆３つの習慣・４つの対策　
　３つの習慣
 ・寝タバコは、絶対やめる。
 ・ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。
 ・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　４つの対策
 ・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
 ・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品
　を使用する。
 ・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置す
る。
 ・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
　体制をつくる。
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ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
に
現
れ
ま
す
。

　

最
近
ご
自
身
や
身
近
な
人
の
様
子

が
、「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？                          

 

・
疲
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
眠
れ
て
い

　

な
い                         

 

・
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
少
し
て
い
る

 

・
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い

　

る

 

・
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ

　

と
が
楽
し
め
な
い                       

　

大
き
な
環
境
の
変
化
や
過
度
の
ス
ト

レ
ス
が
原
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。                           

◆
対　

象　

村
内
在
住
者                        

◆
日　

時　

10
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
3
時
30
分
〜　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
20
分

◆
内　

容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談                        

◆
場　

所　

中
央
公
民
館
２
階
児
童
室

◆
申
込
締
切　

10
月
11
日
（
水
）                            

◆
お
問
合
せ
・
申
込
先　

保
健
福
祉
課 

こ
こ
ろ
の
相
談
会  

　

８
月
23
日
（
水
）
夏
休
み
お
や
こ
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
計
18
名
が
参
加
さ
れ
、
食
生

活
応
援
隊
と
一
緒
に
料
理
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、中
華
ち
ま
き
、

か
ぶ
と
春
巻
き
、
ス
ー
ミ
ー
タ
ン
、
お

化
け
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン
の
４
品
で
す
。

　

竹
の
皮
で
ち
ま
き
を
巻
い
た
り
、
春

巻
き
で
折
り
紙
の
「
か
ぶ
と
」
を
作
っ

た
り
、
プ
リ
ン
に
チ
ョ
コ
ペ
ン
で
絵
を

描
く
な
ど
、
み
ん
な
思
い
思
い
に
作
業

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

夏
休
み
お
や
こ

　
　
　
　

料
理
教
室

　

8
月
31
日
、
9
月
７
日
に
、
鴻
池
会

地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
杉
毅
氏
を
講
師

に
迎
え
、
役
場
職
員
、
社
協
職
員
、
農

協
職
員
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
、
27
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
「
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域

で
支
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
、
本

人
や
家
族
と
の
関
わ
り
方
や
支
援
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

今
後
も
認
知
症
に
つ
い
て
、
正
し
く

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　

養
成
講
座

理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
増
や
し
、認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に

繋
が
る
よ
う
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課        



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（９月１日現在）

　　男　　３５３人　　（± 0）
　　女　　３８６人　　（＋１）
　　計　　７３９人　　（＋ 1）
　　世帯　３７１世帯　（± 0）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

役　場　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　   ～ 9203】
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  
　　ＩＰ電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

福祉に関する
お困りごとはないですか？

　保健福祉課及び社会福祉協議会では、住民の皆さんの福祉に
関するご意見、ご要望等を伺うため訪問活動を実施していきま
す。10 月～ 12 月にかけて各サロンにお邪魔させていただき
ますので、福祉に関する様々な話をお聞かせ下さい。
　住民の皆さまの声を大切にし、今後の保健福祉活動に活かし
ていけたらと思っています。ご理解とご協力をよろしくお願い
します。

　南奈良総合医療センターによる、「へき地巡回診療」を行
います。
　眼科・耳鼻科の専門医による診療で、料金は無料です。
　希望される方はお申し込みください。また、送迎が必要な
方は併せてお申し込みください。
◆日　　時　１０月２８日（土）
◆受付時間　午前９時３０分～１０時３０分
◆診察時間　午前１０時～正午
◆場　　所　デイサービスセンター
◆内　　容　眼科・耳鼻科
◆定　　員　２５名
◆申込先・締切日　
　保健福祉課・１０月１３日（金）

へき地巡回診療（眼科・耳鼻科）


